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solanacearum が有する 22 の走化性センサー遺伝子の破壊株を用いた遺伝学的解析から
McpTが D-リンゴ酸のメインセンサーであることを見出した。D-リンゴ酸に化学構造が似た
有機化合物への応答を精査し、McpTは L-酒石酸も強い誘引物質として認識することを明ら










のリンゴ酸でも 1mM の添加で植物感染を有意に低下させることを見出し、Tunchai 氏のア
イデアが有効であることを証明した。DL-リンゴ酸は食品添加物として使用されている安価
な化成品であり、また安全性も確認されていることから、R. solanacearum の感染防除に
有望な手法であると結論した。 
以上のように、本研究は植物病原性細菌の走化性を標的にして植物感染を阻害するとい
うこれまでなかったアイデアのもと、R. solanacearumの走化性の基礎的な研究を行い、
その成果を用いてアイデアが実現可能であることを明らかにした。この成果は、温室効果
ガスである臭化メチルに頼らない環境適合型農業の確立に大きく貢献するものである。よ
って、本論文の著者は、博士（学術）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
備考 審査の要旨は，1,500字程度とする。 
